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 ダイヤモンド窒素-空孔(NV)中心を量子メモリーに用いる長距離量子通信を目標とし、フ

ァイバー中での損失が少ない通信波長帯(~ 1.5 m)から NV の吸収発光波長(637 nm)への波

長変換[1]を行っている。現在のところ、入出光子のエネルギー差を考慮した量子変換効率

は 30%程度である(Fig. 1)。 

変換された 637 nm光を NV に吸収させるためには、線幅及び周波数ドリフトを数十 MHz

以内(相対周波数変動 < 1  10-7)に抑える必要がある。そのため、波長変換に用いる励起レ

ーザー(1064 nm)の周波数安定化も同時に行っている。励起レーザーを導波路型非線形結晶

に入射させ、二次高調波である 532 nm 光を発生させた。その光をヨウ素セルに入射させ、

その先のミラーで反射された光と光路を重ねることで、飽和吸収分光の原理により、ヨウ素

の吸収線の超微細構造を観測した。励起レーザーの周波数をそのうちの一つにロックした。 

周波数ロックの安定度を評価するため、励起レーザーと基準となる周波数コムの成分と

のビートをとり、ビート周波数をカウンターで長時間計測した。Fig. 2はそれを元に算出し

たアラン分散であり、周波数変動が< 1  10-10であることを表している。今後は、単一光子

レベルの微弱光を 637 nmへと波長変換し、実際の応用が可能か評価する。 
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